
  

  

 

 

 

   

                グループホーム ふじみ 

 

 

 今回はグループホームふじみについてご紹介します。グループホームふじみは、平成 9年 4月に鷹岡病院の敷

地内に開設されたことから始まります。そして平成 15 年 4 月に現在の富士市厚原のアパートへ。平成 16 年 4

月には 2階もお借りし、ふじみⅡを開設しました。令和 4年 8月には、利用者の減少等もあり、ふじみⅡを閉所

しています。 

 ふじみの周辺環境は、ドラックストアが 2軒あり、春の時期には一面桜で彩られる厚原スポーツ公園があった

り、近くには無人販売の野菜が売っていたりと生活には困らない所にあります。 

利用者さんは、B型事業所やデイケア等に通所し生活されています。夜間や日祝日は職員がいませんが、自立

度の高い利用者さんが日々、ご自身のペースにて生活されています。 

 ふじみの世話人さんは、日々利用者さんの通所のお見送りや施設内の環境整備等を行いながら、利用者さんと

コミュニケーションを図っています。世話人で看護師の武井さんは、利用者さんの体調管理や服薬確認、時に受

診同行等医療面のサポートをして頂いています。世話人の松原さんは、いつも笑顔で施設内を明るくして下さり、

時に的確なアドバイスをして頂いています。4 月よりサービス管理責任者になった望月は、世話人さんやサポー

トセンターほっと職員に相談しながら、日々訪問や状況確認に努めています。 

 社会復帰事業部の中では、富士市で遠いグループホームですが、お近くに寄られた際は、サポートセンターほ

っとと共に、グループホームふじみにもお立ち寄りください。 
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かのん 

コーポ狩野 
コーポでは週に 2回、夕食会を行っています。 

1 番人気は「カレー」。チキンカレー、キーマカレー、夏野菜

カレーなど、豊富なバリエーションで毎月提供しています。 

他にはメンバーさんからリクエストのあった「やきそば」や、

さっぱり食べられる「ささみの梅しそ巻」など。旬のものを取

り入れ、季節を感じられる食事を意識しています。 

（ 上原 慶子 ）  

6/22(木)、買い物ツアーでアピタ大仁店へ行ってきまし

た！夏の洋服を新調するメンバーさん、水分補給用のマイ

ボトルを購入するメンバーさんなど、各自欲しいものを買

ってくることができました。洋服選びではスタッフも一緒

になって参戦。‘安い・かっこいい・ちょうどいい’三拍子

そろった１着を見つけ、メンバーさんの嬉しそうな表情が

見られました☆           （ 杉山 美幸 ） 

 

 

 

（ 杉山 美幸 ） 

ゆめワーク 

赤堀 元香（あかほり もとか） 

・血液型／A型  ・星座／かに座  ・好きな食べ物／オムライス  

・趣味／芸人の YouTube を見ること、女性アイドル  

・本人より一言／ 

初めまして。6月より入職致しました、赤堀と申します。 

ワーカーになるために現在勉強中です。まだまだ分からないことも

多いですが、かのんで色々な経験をしながら勉強させていただきた

いと思っています。これからよろしくお願い致します。 

 

 

 

6/3(土)に三島市内で一番町ホタル祭りが開催され、クオーレも出

店しプリンやジェラートの販売を行いました。毎年参加していま

すが今年はコロナ禍明けということもあり、例年よりも来場者数

は多く、出店も多数出ていました。台風一過もあり蒸し暑く、小

さいお子様から高齢の方まで、ジェラートを購入される方が多か

ったです。          

 （ 上柳 光 ） 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟまごころ 

地域活動支援センター 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほっと 
6/15今年度第 1回目の富士市相談支援連絡会が開催されました。

今回は、当事業所が委託され、『引継ぎの大切さ～介護保険への移

行～』をテーマに事例を紹介し、意見交換を行いました。介護保

険申請や地域包括支援センターへの相談のタイミング等を地域包

括支援センターと兼務している相談員の方から詳しく説明を受

け、共有を図ることができました。また、ご本人に安心していた

だくことが一番大切で、障害特性の理解も丁寧に引き継ぐ必要が

あることを確認できました。         （ 田尻 ゆき ） 

6/20 三島市内の包括支援センター・相談支援事業所による連絡会として、

令和５年度第 1 回 介護・障がい分野連絡会議が開催されました。障害福

祉サービスから介護保険へのスムーズな移行に向けての連携強化や検討の

場として今年度も数回開催される予定になっています。互いに近い存在で

はありますが、意外と、どこにどんな連絡をすればいいのか迷うことがあ

ります。サービスの移行だけに留まることなく、生活全般の移行が出来る

ようにしていくためにも、このような場を使って、学びを深めながら、円

滑な支援を目指したいと思います。                  （ 川口 実 ） 

りりぶ 

精神保健福祉士という立場で、様々な方々とお会いする機会があります。人は日々生きる中で沢山の悩み

を抱えながら生活をしています。悩みで押しつぶされそうな日々でも頑張って前に進もうとする時、【好き

なことやもの】がとても大切だと感じます。私はとあるキャラクターが好きで、俗にいう【推し活】（自分

の好きな何かを様々な形で応援する活動）から生きる気力を貰います。これまで 10年以上引きこもりをし

ていた方と関わる機会がありました。その方は自分の好きなキャラクターの映画を観る為に、長い引きこ

もり生活から脱却し一人で外出する決意をしました。現在は日中活動に通い、その工賃で変わらず好きな

キャラクターのグッズを購入することを生活の楽しみにしています。【好きなことやもの】は人生を変える

と思った瞬間でした。 

皆さんはどんなものを大切に日々を生きているでしょうか？     （ 山下圭美 ） 

なかせ 

6/7熱海保健所にて家族懇話会が開催されました。これまでは保健所の事業

として開催していましたが、今年度からは熱海伊東圏域自立支援協議会地域

移行部会が主催し、第 1回目は「当事者の気持ちについて考える」をテーマ

に沼津中央病院ピアスタッフ竹内氏、久野精神保健福祉士に講演をしてもら

いました。その後参加した家族、当事者から感想等の意見をもらいました。

当事者、家族がお互いの考えを理解し合うことは難しいかもしれませんが、

寄り添い、考える大切さはあると思います。今年度はあと 2回開催予定です    

（ 秋津 崇史 ） 

 

 

 

（ 氏名 ） 

ひまり 



社会復帰事業部施設ＭＡＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅雨空の下、あちこちで紫陽花の花が目に入ります。最近は夏と冬が長く、四季を感じる暇が無く

なった日本の気候ですが、季節毎にちゃんと咲いてくれる花々を目にすると四季のありがたさを感

じます。 

ふくむすび編集部 

 


